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研究成果の概要（和文）：胸腹部大動脈瘤術後の脊髄虚血や脊髄梗塞で起こる対麻痺は最悪の合併症である。骨
髄間葉系幹細胞を使い変性した脊髄細胞を再生させるために微小重力環境下（10マイナス３G）で骨髄間葉系幹
細胞を大量培養し脊髄再生を試みた。ラット大腿骨から採取した骨髄間葉系幹細胞を通常重力下と微小重力下で
細胞培養した。微小重力培養骨髄間葉系幹細胞は未分化なままで培養できた。ラット脊髄虚血モデルは下行大動
脈にバルーンカテを挿入して30分間単純遮断を行い対麻痺モデルを作成した。尾静脈から1）コントロ－ル群
（生食2ml）、2）通常培養間葉系幹細胞群2ml、3）微小重力培養間葉系幹細胞群2mlを注入したところ脊髄変性
が軽減した。

研究成果の概要（英文）：Paraplegia is devastating complication after thoracoabdominal aortic 
surgery. Bone marrow stem cell was cultivated using the microgravited (10-3G) culture device 
(Gravite).  Bone marrow stem cell can be cultivated under undifferentiated condition  by 
microgravitated clture device. Rat paraplegia model was made using simple balloon occlusion of 
descending aorta for 30min. Control group (serine), simple cultivated bone marrow stem cells and 
microgravitated bone marrow stem cells  were injected into rat paraplegia model via tail vein. Bone 
marrow degeneration can be treated by injection of cultivated bone marrow stem cells.

研究分野： 心臓大血管外科

キーワード： 胸腹部大動脈瘤　対麻痺　脊髄再生　骨髄間葉系幹細胞　微小重力培養　神経分化誘導　神経幹細胞

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
胸腹部大動脈瘤手術における脊髄麻痺（対麻
痺）は最悪の合併症で一度対麻痺になると治
療法がない。骨髄間葉系幹細胞を用い虚血壊
死した腰膨大部の脊髄を再生できれば対麻
痺を治療できると考えた。 
２．研究の目的 
共同研究者が開発した微小重力細胞培養装
置を用いて培養した骨髄間葉系幹細胞で虚
血変性した骨髄を再生することを試みた。 
３．研究の方法 
10-3G の微小重力環境下で培養した間葉系幹
細胞は未分化状態で大量に培養できる可能
性がある。ラットの腸骨から採取した間葉系
幹細胞を10-3Gの微小重力下環境で培養した。
ラットの下行大動脈をバルーン閉塞して対
麻痺を作成した。ラット尾静脈から骨髄間葉
系幹細胞を 10ｘ4乗個を 2mlの生食に混ぜて
静脈注射して骨髄変性が治癒して対麻痺が
軽快するか検討した。 
４．研究成果 
ラット腸骨から採取した骨髄間葉系幹細胞
を10-3Gの微小重力環境下で細胞培養が可能
な微小重力左房培養装置(Gravite)で培養し
た。３日間の骨髄間葉系幹細胞培養を行った。
ラット下行大動脈をバルーンカテで 30 分間
単純遮断して脊髄虚血モデルを作成した。バ
ルーン閉塞で対麻痺は全群で作成できた。微
小重力培養した脊髄間葉系幹細胞10ｘ4乗個
を 2mlの生食に混ぜ尾静脈から注射した治療
群と生食2mlを尾静脈から注入したコントロ
ール群で2群間の脊髄障害改善度を比較検討
した。微小重力培養した脊髄間葉系幹細胞を
注射した治療群は明らかに脊髄再生効果が
見られ、ラット下肢の運動機能が改善した。
GFP 染色した脊髄間葉系身に細胞を尾静脈か
ら注入したところ障害骨髄への脊髄間葉系
幹細胞の取り込みが見られ脊髄再生が起こ
っていることが確認された。ラット脊髄障害
による対麻痺に対する骨髄間葉系幹細胞の
治療効果が確認された。しかし、間葉系幹細
胞の臨床応用は発癌性など人体における安
全性が確立してないので臨床応用は行わな
かった。 
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